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──1820年代イギリス・フェミニズムの背景をさぐる──
土 方 直 史
フェミニズムの成立は，啓蒙思想の終焉とともに揺籃の時期を脱して，女性の権利の自
覚的な宣言によって，その存在を明示した。イギリスでは，スコットランド啓蒙思想家が
女性を文明進歩の程度をはかる標準として認識し，歴史進歩の中心的な役割を評価する。
そしてメアリー・ウルストンクラフトが『女性の権利の擁護』を宣言した。しかし，功利
主義哲学者ジェレミー・ベンサムは，それよりも早く，フェミニズムの思想を表明してい
た。フランシス・ライトはスコットランド啓蒙思想を受け継ぎ，共和制を礼賛してアメリ
カへわたり，そこで黒人奴隷の解放の実験に乗りだした。それは女性・労働者・ネイティ
ヴ・アメリカンなど，虐げられた人々の擁護の主張と連動した弱者・虐げられた人々への
共感を含むものだった。他方，ベンサムにも共和制の主張，奴隷解放，死刑廃止，女性の
権利擁護など，ライトとの思想的共通性が確認される。フェミニズムの思想展開は，功利
主義の基礎理論に支えられ，社会科学と出会い，体系的な思想へと発展する契機をつか
む。本稿はフェミニズム史を再検討のための序論的性格をもつ。
．ま え が き
スコットランド生まれの一人の女性が，1820年代に共和主義に憧れてアメリカへ渡り，そ
の地で心血を注いで黒人奴隷の解放のために活躍した。その名をフランシス・ライト
（Frances Wright, 1795-1852）という。公衆の面前でその解放を唱えた最初の女性といわれ
ている。スイスの経済学者シスモンディ（J. C. L. de Sismondi）は「新時代の聖テレサ」と
呼び，また，オウエン主義者で協同組合運動の先駆者の一人であった G. Y. ホリヨーク
（George Jacob Holyoake）は，ジョン・ステュワート・ミルがこの女性について，「当時の
最も重要な女性の一人」と称賛していたと紹介している
1)
。しかし長い間，フランシス・ラ
イトは顧みられることなく，ほとんど「忘れられた思想家」といってよい。女性論を主題に
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した著作を残さなかったために，フェミニストとして注目されることもなかった。
過去の主な研究を見ると，次の二著が注目される。一つは，1939年に出版された A. J. G.
パーキンス（A. J. G. Perkins）とテレサ・ウルフソン（Theresa Wolfson）の共著，『自由の
探究者フランシス・ライト─鋭敏な感受性をもった女性の研究─』（Frances Wright -Free
Enquirer. The Study of a Temperament）である
2)
。もう一つは，1984年に，本格的な研究
書がセリア・モリス・エックハート（CeliaMorris Eckhardt）によって公刊された『ファニ
ー・ライト─アメリカにおける反逆者─』（Fanny Wright; Rebel in America）である。（こ
の著作は，1992年の第"版では，著者名をCeliaMorris と改めているので，以後セリア・モ
リスと呼ぶ。）上記二つの書籍の出版年のあいだに半世紀の隔たりがある。前者と対比する
と，後者は詳細な史料調査を踏まえて，出生から死にいたるまでの生涯の出来事を網羅し，
フランシス・ライトの研究を一挙に高い水準に引き上げ，現代に蘇らせた。
これほどの出版年の隔たりは何を意味しているのだろうか。一言でいえば，20世紀80年代
以降にあらわれた新しいフェミニズムの傾向を反映して，埋もれていた数々のフェミニスト
の発掘が進んだことによる。フランシス・ライトの場合，すでにオウエン研究者の間では次
のことは周知のことであった。アメリカに渡って後，1820年代後半の短い期間に，テネシー
州メンフィス近郊に，ロバート・オウエンの原理に従って黒人奴隷の解放を目的とするコミ
ュニティを設立し，献身した。その事業に失敗した後も，オウエンの長男ロバート・デイ
ル・オウエン（Robert Dale Owen）との共同編集によって，新聞『フリー・エンクワイヤ
ラー』（Free Enquirer）を発行し，労働運動の発展に貢献した
3)
。
しかし，近年の研究の進展によって，彼女の全体像が明らかになるにつれ，社会改革活動
への貢献にとどまらず，アングロ-アメリカのフェミニズム形成史におけるライトの存在が
従来考えられていたよりも重視されるようになった。だが，その見直しは糸口についたばか
りというのが実情であろう。そこで筆者は，ライトの社会改革活動を支えた彼女自身の思想
そのものに注目し，イギリス・フェミニズム形成史において，いかなる役割を果たしたかを
追求したいと考えている。確かに，彼女の活動舞台はほとんどアメリカに限られていた。し
かし，彼女自身の自己形成がイギリス思想界を舞台にし，そこで評価されてきたことを考慮
すれば，イギリス・フェミニズムに位置づけて議論することは，19世紀のフェミニズムを検
討するうえで有益であろう。
フランシス・ライトが活躍した時代は，18世紀的な啓蒙思想の時代から，19世紀的社会改
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革論への移行期にはじまる。フランス革命において，「人権宣言」から女性が排除されたこ
とに憤激し，フランスのオランプ・ド・グージュ（Olympe de Gouges）やイギリスのメア
リー・ウルストンクラフト（Mary Wollstonecraft）らが，「女性の権利」を主張し，男性と
女性の権利の対等性を求める訴えが噴出した。そして19世紀初頭には，ラディカルな社会改
革論の登場とともに，フェミニストの思考範囲は，女性の枠組みから，抑圧された人々，虐
げられた人々全体の課題を射程に含めるまでに，拡張・深化する傾向がみられるようにな
る。
1825年には，このフェミニズムの潮流をまとめて，体系的に展開した記念碑的作品が出版
された。ウィリアム・トンプソン（William Thompson）の著作，『人類の半数を占める女性
の訴え─女性を政治的に，それゆえ社会的・家庭的に奴隷制度に閉じ込めるための他の半数
を占める男性の口実に反対して─』（Appeal of One Half the Human Race, Women, Against
the Pretensions of the Other Half, Men, to Retain Them in Political, and thence in Civil and
Domestic Slavery, 1825）』以下，『女性の訴え』と略す）がそれである。彼は功利主義哲学
者ジェレミー・ベンサム（Jeremy Bentham）に傾倒し，この書物の刊行に先立って，1822
年10月10日より翌年の"月22日まで，ベンサム邸に滞在し，親交を深めていた
4)
。トンプソ
ン自身はベンサムの後継者であることを自負していた
5)
。『女性の訴え』では，奴隷状態に
押しとどめられている女性の地位を，政治的・社会的・経済的側面から包括的に分析し，男
性との対等な関係へと引き上げることを多角的に検討している。それはイギリス・フェミニ
ズムの歴史にとって画期的な出来事であったといって過言ではない。当時の代表的功利主義
者ベンサムは，フェミニストとしての資格をすでに十分備えていたにもかかわらず，フェミ
ニズムをテーマとしたまとまった著書を公刊していなかったために，トンプソンのこの業績
によってはじめて「功利主義フェミニズム」の体系が整えられたという意味をもつことにな
ったからである。
トンプソンが上記のようにベンサム邸に長期滞在していたときか，その後間もない頃と推
定することができそうである。D. ドゥーリーはこの時期にウィラーが定期的のベンサム邸
を訪れていたという。最近，フランスのオウエン研究者 O. シメオンはそれとはやや異なる
見解を披露している。それによれば，1822年の秋から23年の冬にかけて，ユートピア社会主
義者のロバート・オウエン（Robert Owen）がアイルランドへの講演旅行を試みたさいに，
ウィリアム・トンプソンをはじめ改革に熱心な博愛的な地主たちと交流したことをきっかけ
に，事態は大きく変化したという。トンプソンはオウエンの信奉者となり，彼の協同コミュ
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ニティの思想を受容したし，アナ・ウィラーとの交友関係も，オウエンを媒介にはじまった
という理解となる。おそらく読者は功利主義者ベンサムとユートピア社会主義者オウエンと
のトンプソンとウィラーとの重なりという説明に困惑されるに違いない。筆者はこの問題に
ついて論じたことがあるので，ここで再論を試みることは避けたい。
6)
本稿にとって重要なことは，この期を境に功利主義フェミニズムの中で，その一変種とし
て「オウエナイト・フェミニズム」が出現したことである。オウエン自身も「宗教・私有財
産・結婚」のいわゆる三位一体構造批判を展開するなど，既成の制度のもとでは，自然な人
間関係が妨げられ，男女が「自然的結婚」を享受できないと批判する議論を繰り広げた。
1830年代にかけて，アナ・ウィラーは，フランスのユートピア社会主義者たちとの交友関係
を手掛かりにして，歴史上最初の社会主義者たちの，同時に女性たちの国際連帯組織の形成
に向けて献身することになった。その具体的な経過と成果はいずれ紹介する予定である。
7)
その結果，女性の権利への覚醒からはじまったフェミニズムは，一つの思想体系へと進化
した。この書物の執筆にあたって，アナ・ドイル・ウィラー（Anna Doyle Wheeler）とい
う女性の貢献が重要な役割を果たしたことを著者トンプソンは感謝をこめて述べている
8)
。
実は，ウィラーが彼と出会ったのは，確かな記録はないが，彼が上記のようにベンサム邸に
長期滞在していたときと推定されている。「ベンサマイト」と呼ばれたベンサム主義に共鳴
した人々もしばしば彼の邸で会合していたから，その席に招かれたと考えられる
9)
。本稿で
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論じるフランシス・ライトも，ほぼ年前に，この大思想家の招きを受けてこの邸を訪れて
いる。筆者の調査によれば，最初の訪問は1821年;月後半に，第"回目は翌年"月から<月
にかけての滞在が記録されている。その出来事は彼女をドラマティックな人生へ誘う幕開け
となった
10)
。とすると，ジェレミー・ベンサムは，フェミニズムとどのような関わりがあっ
たのだろうか。そのような疑問がわいてくるかもしれない。イギリス・フェミニズムの歴史
にとって，ベンサムとライトの関係は何を示唆するのか，注視する必要があるだろう。
本稿は第"節で，まず彼女の生活空間で受け止めたスコットランド啓蒙の影響を「ミラ
ー・サークル」と呼ばれた人々との交流を通じて描き，ついで共和主義への肯定的評価につ
ながるアメリカ旅行へいたる経過を説明する。そして第=節において，この旅行の見聞記
『アメリカの社会とマナーについての考察』（Views of Society and Manners in America,
1821）を検討する。虐げられた人々，とりわけ黒人奴隷やネイティヴ・アメリカンに対する
人種差別主義への批判と，フェミニズムへの自覚とが同時並行的に進行している経過を追う
ことになる。この著作の出版が契機となって，ベンサムとの出合いへつながっていく。
"．若きライトと「ミラー・サークル」の人々
2-1 フランシス・ライトの生い立ち
フランシスは，1795年?月@日，スコットランド南部の東海岸の町ダンディーで，あまり
裕福ではない商人ジェームズ・ライト（James Wright）を父に，カミラ（Camilla）を母と
して誕生した。1798年，フランシスが"歳の時，母が死去し，そのわずか=か月後に父もこ
の世を去ってしまった。この先，残された兄リチャード（A歳）と妹カミラ（乳飲み子）と
フランシスら幼い子どもたちは，両親の祖父母や叔父，叔母によって養育されることになっ
た
11)
。
しかし，両親の早世は，彼女の将来にとって不幸とばかりとは言えなかった。両親はとも
に知識人の家系につながっていた。一方で，母カミラは，イギリスの学識のある貴族の家系
に属し，母の父ダンカン・キャンベル（Duncan Campbell）は海軍少将，叔父リチャード・
ロビンソン（Richard Robinson）は男爵の称号をえて，ダブリン大学の副総長を務めた。叔
母はブルーストッキングのエリザベス・ロビンソン・モンタギュダンディーであった。他方
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で，父ジェームズはダンディーの商人で，彼の母方の家系をたどるとスコットランド啓蒙に
名を刻む知識人たちにつながる。グラスゴウ大学の道徳哲学の講座の担当者ジェームズ・ミ
ルン（James Mylne, 1757-1839）はその一人であった。父ジェームズ自身がアダム・スミス
との文通の経験があり，ラディカルな共和主義者トマス・ペイン（Thomas Paine）とフラ
ンス革命の原理を称賛する人物だったという
12)
。
親族が残された子どもたちの養育を引き受けたから，彼らの生活が不安にさらされること
もなかった。最初は母方に預けられた。フランシス本人と妹カミラは，ロンドンに住む祖父
ダンカン・キャンベルと，その娘で母の妹フランシス（Frances Campbell）に引き取られ
ることになる。海軍少将であった祖父は，貧民の痛みに心を寄せることを知らなかった人物
のようだと，セリア・モリスは描いている。ある日，街中にパンを買うためにカネを乞う数
千の人たちがいることを見て，幼いフランシスが祖父に尋ねた。「なぜぼろ服を着た母親や
子どもたちが貧しいのか」と。「怠けて働かないからだ」との答えが返ってきたという。こ
れが貧困についての彼女の最初の印象だったという
13)
。
ダンカンの息子，彼女の叔父ウィリアム・キャンベル少佐（Major William Campbell）も
また富裕であった。インドのベンガル周辺にかなりの資産をもっていたが，現地で紛争に巻
き込まれて殺害された。彼の遺言によって，その遺産の二分の一が妹のキャンベル夫人へ，
他の二分の一が姪のフランシス・ライトとカミラへと残されることになった。相続の総額は
不明であるが，次の二つの事柄を考えると，その価値は相当大きかったと想像できる。その
理由の一つは，その後の叔母フランシスとの生活ぶりである。1806年に，叔母は，デヴォン
シャーのドゥリッシュ（Dawlish）の海岸にある大邸宅を購入した。丘の上から海を見下ろ
すグランドビューは，当時の中産階級にとってあこがれだった。その部屋数は二十に及んだ
という。キャンベル夫人は二人の姪，11歳のフランシスと?歳になるカミラ姉妹をつれてロ
ンドンから移り住んだ。彼女たちはそこを「山小屋」（The Cottage）と名付けたが，ガバ
ネスやメイドを雇った暮らし向きは，まさに中産階級上流のそれであった。ある訪問客はこ
こを地上の楽園と呼んだ
14)
。
やや横道にそれるが，遺産相続の大きさを推測するもう一つの理由を述べておこう。フラ
ンシス・ライト自身が22歳になったとき，妹カミラと二人で，周囲の心配をよそにアメリカ
旅行をおこなった。それをきっかけに，イギリス，アメリカ，フランスを舞台にした情熱的
な活動に身を投じることになる。とてつもない計画に必要となった資金の供給源もこの遺産
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であった。独自の収入のない彼女らにとって，大きなよりどころであったことは事実であ
る
15)
。
遺産に頼って，デヴォンへ二人の姪を連れて引っ越した女主人について，セリア・モリス
は「ジェーン・オースティンの小説『分別と多感』（The Sense and Sensibility）から抜けだ
したような女性である」と表現している。物語のヒロインとなる冷静で分別のある長女と賢
いが多感な次女，二人の娘をもつ母親の境遇と振る舞いに，叔母フランシスのそれとの共通
点を見出している。村の人々は狩猟，トランプ，ピクニック，あるいは舞踏会などの社交生
活で日々を過ごしていた。女性たちは編み物をし，ときには友人たちと語らい，歌って楽し
んだ。小説の主人公たちは恋愛と結婚をめぐる駆け引きで日々を過ごした。だが，母親は娘
たちの将来を左右する結婚が気がかりで，心が休まることはなかった
16)
。
ドゥリッシュの状況もそれとよく似ていた。風光明媚な別荘地の人々と優雅な生活にひた
る叔母たちと，しだいに学問への関心に目覚めた姪フランシスとの感情的なもつれは，物語
の構図を写し取ったような筋書きだった。だが，小説がハッピーエンドへ向かうのに，ここ
では軋轢の深まりが避けがたかった。モリスによれば，とりとめのない客間の会話に気をま
ぎらわせ，娯楽としての読書でときを過ごすことをフランシスは好まなかった。思春期にさ
しかかった彼女は，「ドゥリッシュ周辺に集まる数々の知識人たちと出会い，精神生活の面
白さに心を奪われた。」才能豊かな海洋技術者ジョン・シャンク（John Schank）と出会っ
たのは間違いない。おそらく，ウィリアム・ワトソン卿（Sir William Watson）とも知りあ
うが，彼のもとに集まる多くの客の中に，天王星を発見した天文学者ウィリアム・ハーシェ
ル卿（Sir William Herschel）がいた。ジョセフ・ドラリー（Joseph Drury）は，ハーロー
の校長の任期を終えてドウリッシュに引退し，イングランド中から科学者や学者を迎え入れ
ていた。また，自然科学者のトマス・コミンズ（Thomas Comyns）はこの地域の最良の博
物館の一つを所有していた。これらの人々のおかげで，この地域の知的水準は高く，彼女も
その水準から多くを学ぶことができた。この知的環境が彼女自身の向上心とその後の進路と
深く関係していることは言うまでもない。フランス語とイタリア語を学び，古典文学書を読
み，そして歴史，哲学や数学と向きあい，さらにヨーロッパとイギリスの詩や古典ドラマへ
と誘われたと，モリスは描いている
17)
。
17歳のとき，フランシスはその後の生涯に重要な影響をあたえる書物に出あう。イタリア
の歴史家カルロ・ボッカ（Carlo Bocca）著『アメリカ合衆国独立の物語』（Storia della
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15) Ibid., pp. 7-8. なお，フランシス・ライトのアメリカでの活動資金については別稿で言及する予
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16) Morris, C., op. cit., pp. 8-9.
17) Ibid., pp. 9-10.
Guerra dell’ Independenza degli Stati Unitid’America）である。若い共和制国家の誕生へと
導く植民地13州の戦いの歴史を読んで，次のような感想を記したという。「自由に捧げる一
つの国が存在した。そこでは人間が自分の能力についての完全な知識とそれを完全に行使す
ることに目覚めることができるだろう。｣
18)
彼女にとってのアメリカの「発見」から間もな
く，叔母とのいさかいは頂点に達し，二人の姪はデヴォンを去って，グラスゴウ近郊のミル
ヒュウ（Millheugh）へ移った。
2-2 グラスゴウへの移住と「ミラー・サークルの女性たち」
1813年のことである。フランシス・ライト18歳，自立の年齢を迎えたころである。身長は
少くともAフィート10インチほど（約180センチ）の長身で痩せ形だったという。セリア・
モリスはグラスゴウへの移住について，「フランシスの素晴らしい意志が最初の大きな勝利
をもたらした」と称賛している
19)
。その理由が新たな生活環境から生じたことはやがて明ら
かとなるだろう。新たにこの姉妹が頼ることになったのは，父方の親族である。フランシス
とカミラ姉妹にとっては祖母の弟，すなわち大叔父にあたるジェームズ・ミルンとその妻ア
グネス（Agnes）である。夫のジェームズは，前述のように，グラスゴウ大学の道徳哲学の
教授であり，それに先立つ14年間，プレイズリーのスコットランド教会の牧師として勤めて
いた
20)
。彼の妻アグネスは，その講座の前任者ジョン・ミラーの次女であった。この夫妻に
は，娘E人，息子=人がいた。彼らすべてが同居していたとは考えにくいが，新来の娘二人
が加わって，大家族のにぎわいが想像される
21)
。
新旧二つの環境はかなり異なっていた。母方の叔母は国教会の伝統を継ぐ貴族的マインド
の持主で，厳格なしつけを心がけていた
22)
。これに対し，父方のミルン夫妻とその周辺の
人々の思考を理解するには，まず，彼らの政治意識を説明しておくことがよいだろう。ジョ
ン・ミラーとミルンそしてフランシスの父ジェームズ・ライトの三人には，フランス革命へ
の共感とラディカルな共和主義者トマス・ペインへの共鳴，そしてウィッグ的政治思想を擁
護する共通性があった。後に，フランシスが父ジェームズについて書き残した文書を，モリ
スは紹介している。「『人間の権利』（トマス・ペインの著作─筆者）の廉価版の普及を画策
したとの嫌疑をかけられ，1794年には，政府から危険人物（espionage）と目された。ダン
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18) Morris, C. (1992), op. cit., p. 11
19) Ibid., p. 9, p. 12
20) Cowley, S. (2015), Rational Piety and Social Reform in Glasgow, The Life, Philosophy, and
Political Economy of James Mylne, pp. 41-56.
21) Cowley, S. (2015), op. cit., ibid., p. 17.
22) Morris, C. (1992), op. cit., pp. 11-12, p. 41-42；Perkins. A. / Wolfson, T. (1972), op. cit., p. 8.
ディーには，追及を逃れるため，彼が真夜中ひそかにタイ河に舟をこぎだし，ラディカルの
証拠となるコインや書物を投棄したという言い伝えが残っている」という
23)
。あるいは，当
時の最も急進的な機関紙『アナリティカル・レヴュー』（Analytical Review）について，ミ
ルンの伝記の著者コウリーは，次のように指摘している。リチャード・プライスやウィリア
ム・ゴドウィンらのラディカルスがこれを支持し，ジョン・ミラーも寄稿し，ミルンは購読
者だったと
24)
。
グラスゴウは，フランシスの知的環境にとって，二つの意味で重要だった。第一に，スコ
ットランド啓蒙思想の伝統を引き継ぐ地という意味で，また産業革命の熱気に満ちていると
いう理由で，最良の条件がえられる地域であった。第二に，ユートピア社会主義者として著
名なロバート・オウエンの工場のあるニュー・ラナークまでは南東にわずか20数キロばか
り，最初のオウエナイト・コミュニティが設立されたマザーウェルまでは南ヘAキロほどの
距離であった。いずれもクライド川に沿っていた。オウエニズムの聖地に接した地に居を移
したことになる。
イングランドのマンチェスターと同じように，グラスゴウはスコットランド産業革命の中
心地として栄えていた。マンチェスターに文学・哲学協会（The Manchester Literary and
Philosophical Society）が設立されていたように，この都市にも，1753年に文学協会が誕生
した。アダム・スミスもその創立者の一人だった。1805年には，文学・商業協会（The
Literary and Commercial Association）と名を改めて活動していた。経済活動の活性化が，
名称の変更に読みとれるかもしれない。というのは，この種の協会は，経営者や知識人の交
流と情報交換の場として利用されただけではなかった。当時は，経営活動で成功した裕福な
人たちでも，今日でいう高等教育の経験のない人が多かった。教養を身につけるために，大
学と提携して開かれる自主的なサークルは彼らにとって，かっこうの場であった。1807年
に，ジェームズ・ミルンはこの協会で経済学をテーマとした最初の講演をおこなった。そし
て16年かけて，人類史，市民社会の起源あるいはイタリア古代の演劇など，幅広い学識をう
かがわせるテーマの講演を継続していった。会員たちの関心の広がりと多様化を反映して，
科学や技術に関するテーマも含め，まさに地域文化の向上に貢献する組織だった
25)
。ニュ
ー・ラナーク工場の創設者にして博愛的な経営者，デヴィッド・デイル（David Dale）なら
びにその後継者となったロバート・オウエンとが，ミルンと知りあうのは不思議ではなかっ
た
26)
。ミルンもまた，利己的な経営者が利益目的で労働者を苛酷な環境で働かせることに批
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23) Morris, C. (1992), op. cit., p. 5；Cowley, S., ibid., p. 194.
24) Cowley, S. (2015), op. cit., p. 59.
25) Ibid., p. 105.
26) Morris, C. (1992), op. cit., pp. 12-13, p. 19.
判的な考えの持ち主で，この三人は，博愛的経営思想を共有しうる可能性があったように思
われる
27)
。
フランシスの成長にとって，ジェームズ・ミルンとアグネス夫妻およびその親族との関係
は，二つの意味で特筆すべきものだった。一つはその影響が間接的におよんだ問題である。
近年，アグネスの父ジョン・ミラーの女性論は，イギリス・フェミニズムの黎明期に重要な
役割をはたしていたことが見直されつつある
28)
。若きライトの知的環境へのミラーの影響も
興味深い。それはこの期のフェミニズム総体との関連で検討すべき重要なテーマなので，別
稿を設けて論じることにしよう。
もう一つは直接的な身近な出来事として作用した。まず注目されるのは，グラスゴウ大学
図書館が，彼女に自由な閲覧を認めたことである。ジェームズ・ミルンの手助けもあって，
アメリカにかんする様々な書籍に接することができた。また，文学や哲学を語りあう非公式
のグループに参加したとも言われている
29)
。その知的環境の影響は目覚ましかった。デヴォ
ンで培った教養にさらに磨きがかけられたであろう。作詞やドラマや小説などの執筆活動と
なって表れた。この時期の代表作の一つが，ドラマ『オルトーフ』（Altorf）である。スイ
スにおけるオーストリアの専制支配への民族的抵抗を主題にし，個人の私的利益を犠牲にし
て闘う村の若者オルトーフを主人公にした物語であったと言われている
30)
。若いフランシス
の正義感に満ちた作品といえよう。もう一つの代表作はドラマ仕立ての哲学的小説『アテネ
の数日』（A Few Days in Athens）である。古代ギリシャのエピクロス派とゼノン派の哲学
論争を主題にしていた。物語は「エピクロスの庭」を舞台に繰り広げられる。精神の洗練に
導かれる心の静穏こそが，至極の快楽と考える哲学者たちの学問と生活の場であった。最後
には，この論争でエピクロス学派が勝利するという筋立てとなっている。そこには一人の女
性哲学者が登場し，理想化された女性の姿が描かれている
31)
。この哲学小説は，フランシ
ス・ライトとベンサム哲学の関係を考察するさいに，重要な論点の一つとなるので，のちに
稿を改めて検討することにしよう。
自己のアイデンティティを模索する年ごろのフランシスの知的成長にとって，ミラー家周
辺に集まる女性たちとの交流も重要な役割を果たしたといえる。誰が名づけたかはわからな
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27) Cowley, S. (2015), op. cit., pp. 111-113.
28) Morris, C. (1992), op. cit. ibid., p. 13.
29) Ibid., p. 16.
30) Ibid., pp. 28-29. Perkins, A. /. Wolfson, T. Frances Wright, Free Enquirer, p. 36.
31) Ibid., pp. 16-17. Rendll, J. (1985), Prospects of the American Republic, 1795-1821: The Radical
and Utopian Politics of Robina Miller and Frances Wright, in Manning, S. / France, P. ed.,
Enligtenment and Emancipation., p. 154.
いが，ジェーン・レンダル（Jane Rendall）は「ミラー・サークルの女性」と呼んでいる。
才気に満ちた女性たちの中で，最も大きな影響をあたえたのは，以下の引用文の中の「ミラ
ー夫人」と記されたロビーナ・クレイグ・ミラー（Robina Craig Millar, 1762-1844）であ
る。ロビーナの父は，エディンバラ大学の化学の教授，のちに薬学を担当するウィリアム・
カレン（William Cullen, 1710-1790）で，彼女はその末娘である。この父親も同じように，
共和主義の政治風土を共有しいた。実は，ジョン・ミラーの母が，ウィリアム・カレンの従
妹という関係にあったから，両家の人々の交流が親密だったことは，改めて指摘するまでも
ないであろう。（「ミラー・サークルの人々」の中心をなすのは，もちろんミラー家とカレン
家の人々である。それを記述すると錯綜した印象をあたえるのは避けがたい。ジェーン・レ
ンダルは彼女の論文の末尾に，両家の系図を載せているので参照されたい。
32)
）
こんな記述が残されている。『国富論』の著者アダム・スミスは1788年に，「ミラー家の若
い娘たちは，みな著しく振る舞いが巧みで，分別にすぐれ，非常に聡明で，しかも控えめで
ある」と書いたという
33)
。また，彼女たちは，男性に劣らぬ文学・芸術の教養があり，男女
の隔てなく交歓し，酒を飲み，ジョークを飛ばしたとのことであった
34)
。カレン家の娘たち
も聡明で洗練されていたといわれるから，多かれ少なかれミラー家と同じタイプの女性たち
であったと想像される。レンダルは奇抜な題名の論文を提供している。「ʻ理にかなった話し
ぶりで私を悩ますご婦人方ʼ：向上心に燃える女性たちとスコットランド・ウィッグ派，
1790−1830」である
35)
。18世紀末から19世紀の30年にかけての時期に，スコットランド・ウ
ィッグ派を支えた女性たちの群像をイライザ・フレッチャー（Eliza Fletcher）という女性
を中心に描いた論文である。ヨークシャーのリベラルな家庭で育てられたイライザは，エデ
ィンバラで弁護士アーチボルト・フレッチャー（Archibald Fletcher）と結婚したが，彼も
都市改革に熱心なスコットランドのウィッグ派の一員だった。論文の表題に採用された「理
にかなった話しぶりで私を悩ますご婦人方」という句は，イライザの自伝からの引用であ
る。その中で，雑誌『エディンバラ・レビュー』（Edinburgh Review）の編集者だったフラ
ンシス・ジェフリー卿が，「ミラー夫人と私（イライザ）」に楽しそうに声をかけてくれたと
き，これが常套句だったと回想していたという。
1816年ころから，ライト姉妹はしばしばロビーナを訪れるようになった。フランシスより
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32) Ibid., p. 347.
33) Rendall, J. (1985), op. cit., p. 327.
34) Morris (1992), op. cit., p. 13.
35) Rendall, J. (2005), ʻWomen that would plague me with rational conversationʼ : Aspiring Women
and Scottish Whigs, c. 1790-1830, in Knott, S. and Barbara, T. (ed.), Women, Gender and
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27歳年上のロビーナは，彼女の才能を高く評価し，二人の文通は親密さを増して，継母のよ
うな気づかいを示したといわれる。イライザ・フレッチャーが自宅にフランシスを招くなど
して交流の機会をもつよう演出したのも，実はロビーナの計らいだった
36)
。ロビーナやイラ
イザはスコットランドのウィッグ派の女性たちの間で，文学サークルなど幅広いネットワー
クを保っており，フランシスの精神的成長を促し，共和主義的な徳性を育み，社会的政治的
関心を引き立てるのに貢献した
37)
。
もう一つの重要な役割をロビーナは果たすことになる。フランシス・ライトのアメリカ旅
行への援助である。この旅行はフランシスの人生を大きく変える契機となるが，ロビーナの
体験が，当時は冒険とみなされていた若い女性のアメリカ旅行を後押しする要因を生みだし
たことは間違いないだろう。あらかじめロビーナ自身の体験に言及しておこう。彼女は，
1790年代に，上述の著名な啓蒙思想家ジョン・ミラーの長男，ジョン・クレイグ・ミラー
（John Craig Millar）と結婚した。夫もまた，トマス・ペインのラディカリズムに共鳴する
青年で，エディンバラの「人民の友協会（Society of the Friends of the People）」のリーダ
ーの一人であった。イギリス各地の運動に呼応して，1792年12月に，その協会のエディンバ
ラ大会（the Edinburgh Convention）が開かれた。フランス革命後の反動がはじまった時期
である。それを開催した主要なメンバーたちが扇動の罪を犯したとして，懲役刑や追放の処
分を受けた。この弾圧を免れて，アメリカへ移住した仲間もいた。ジョン・クレイグとロビ
ーナ夫妻もその道を選ぶことになった
38)
。
夫妻のアメリカ亡命は，のちにフランシス・ライトの生涯に重大な影響を及ぼすので，さ
らに説明しておこう。1795年，フランシス誕生の年，ジョン・クレイグはロビーナを残して
一足早くペンシルヴェニアを目指してアメリカへ渡る。そこは1790年代に，イギリスの急進
派の人々が，いわば亡命先としてすでに居住地を建設していた土地である。幸い，ロビーナ
の父ウィリアム・カレンの学生だったベンジャミン・ラッシュ（Benjamin Rush）が，ペン
シルヴェニアで土地斡旋業を営んでいたので，彼を頼ることができた。ラッシュはジョン・
クレイグを歓迎し，適切な情報を提供し，実現可能なアドヴァイスをあたえたという。ラッ
シュの援助をえて，彼はその翌年，アメリカへ渡った共和主義者を中心としたスコットラン
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（Elizabeth Hamiltonn），メアリ・ブルントン（Mary Brunton），ジョアンナ・ベイリー（Joanna
Baillie）あるいはキャサリン・キャップ（Catherine Cappe）など，文学サークルや政治的グルー
プなど保守派の人々を含めて幅広かった。さらに，ロバート・オウエンもその一人で,彼は刑務所
改革で有名なエリザベス・フライ（Elizabeth Fry）やウィリアム・ゴドウィンを訪問するさいに
イライザを誘っていたという。Rendall, J. (2005), op. cit., pp. 328-329, pp. 329-330
38) Rendall, J. (1985), op. cit., p. 149.
ド人の民族的連帯を目的とする一つの入植地の建設を目指した。夫の後を追って旅立ったロ
ビーナは，この計画に必要な資金計画をまとめるために，ニューヨークとその周辺にとどま
っていた。だが，計画が着手されようとしたとき，突然ジョンは心臓障害によって急逝し
た。後から出発したロビーナが現地に到着する前の出来事であった。夫の死後まもなく，若
い未亡人はグラスゴウの義父ジョン・ミラーのもとへ戻るが，やがてイングランドの小さな
町で未婚の二人の姉，ほとんど盲目のエリザベスと小説家のマーガレットとともに借間住い
をはじめる
39)
。
さて，フランシスの方へ話をもどそう。いよいよアメリカ旅行の機が熟したと認識したの
だろうか。1818年の夏，ロビーナと姉のマーガレットは，ライト姉妹とイングランド北部ウ
ィットバーンで10週間も一緒に過ごす機会をもった。アメリカ旅行が話題の中心だったと想
定される。ジェーン・レンダルの想像によれば，早くも新大陸から送られる手紙を一冊の本
にまとめる相談がなされたのではという
40)
。ロビーナの心温まる支援と知的環境の提供に対
して，後に，フランシスは長い間匿名だったドラマ『オルトーフ』を出版するにあたって，
この書物を彼女に感謝のしるしとして献呈したのである
41)
。
2-3 アメリカ旅行
1818年;月から1820年@月までおよそ=年にわたって，フランシス・ライトとその妹カミ
ラは，アメリカ旅行を敢行した。共和主義の国の実情を見聞したいとの願いがこの大旅行の
動機であったいわれている。その体験記を1821年に「友人への手紙」というスタイルで刊行
した。匿名の著『アメリカの社会とマナーについての考察』（Views of Society and Manners
in America, In a Series of Letters to a Friend in England, During the Years 1818, 1819 and
1820─以下『考察』と略す。）である。
二人の姪を預かるジェームズ・ミルンにしてみれば，冒険的な旅行を許すわけにはいかな
かった。彼女たちが旅立ったことを知るや，その後を追って，リヴァプールへ急いだ。彼が
到着したのは，船がすでに出港した後だった
42)
。だが，ロビーナの考えは異なっていた。自
らのアメリカ体験が，彼女を楽観的にしたと考えられる。フランシスの能力を信頼していた
し，アメリカ亡命時代に交際した多数の友人・知人たちへ手紙を送り，彼女たちへのサポー
トを依頼していた
43)
。
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39) ジョン・クレイグ・ミラーの入植地計画の経緯を J. レンダルが詳しく述べているので参照され
たい。Ibid., pp. 150-154.
40) Morris, C. op. cit., p. 23；Rendall, J. (1985), op. cit. p. 155.
41) Rendall, J. (2005), op. cit., pp. 327-329.
42) Cowley, S. (2015), op. cit., pp. 95-105.
ライト姉妹にとって，ロビーナの紹介状はまことに有益だったと思われる。彼女らを快く
迎え，旅を安全・快適にするよう支援した人々が，さらに次の知人へ橋渡しをし，その先へ
先へと枝葉が伸びるように支援の輪をを広げたからである
44)
。例えば，最初に接触した人物
は，まもなくニューヨーク銀行の頭取となるチャールズ・ウィルクス（Charles Wilkes）で
ある。彼自身は保守的であったが，有名なジョン・ウィルクス（John Wilkes）の甥であっ
た。ジョンは，イギリスの国王・貴族の寡頭的議会運営を鋭く批判したジャーナリストで，
その支持者の運動が軍隊と衝突する「ウィルクス事件」を引き起こした。急進主義者の間で
知らぬものはなかった歴史上の著名人であった。甥のチャールズからは，ニューヨーク市長
の息子デヴィッド・コールデンが紹介され，フランシスとカミラはそれまで経験したことの
なかったこの都市が提供できる最も優雅な生活をエンジョイした
45)
。チャールズ・ウィルク
スこそ最も頼りになったのかもしれない。アメリカ旅行の体験記『考察』が刊行されたと
き，そのタイトルページには，「ニューヨークのチャールズ・ウィルクス殿への献辞」と記
されているからである。
また，亡命したアイルランド革命家ウルフ・トーン（Wolfe Tone）の未亡人のマルタ・
ウィルソン（Marta Wilson）も紹介されていた。彼女はライトとカミラを自分の姉妹のよ
うに愛し，彼女の息子「ウィリアム・ウルフ・トーン（William Wolfe Tone）と引きあわせ
た。この魅力的な青年は，その直情的な性格がフランシスの心をひきつけたらしく，…彼ら
の間にはなにかしらロマンスがあったように思われる」とセリア・モリスは感じ取ってい
る
46)
。アメリカ到着Aか月のうちに，思わぬチャンスが訪れた。ウィリアム・トーンの計ら
いで，ドラマ『オルトーフ』の上演が，ニューヨークの最高の劇場パーク・セアターで実現
する運びとなった。建物に汚れや傷みがちらつく劇場とはいえ，1819年"月19日の初演に
は，420人ばかりの観客を集めた。翌日の「ニューヨーク・イヴニング・ポスト」紙は，イ
ギリス最上のドラマと称賛したという
47)
。このような紹介の広がりはほんの一部に過ぎな
い。彼女らの旅は，予定したコースを一渡りするものとは違っていた。あちこちで著名人を
訪れ，インタヴューを試み，議論を深めていた。その旅行術が先々で新たな紹介者に恵まれ
ることになった。フランシス自身がもちあわせていた能力のたまものといえよう。
グラスゴウの頃からもち続けていた『オルトーフ』上演の夢をかなえて，1819年A月，ラ
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43) Morris, C. (1992), op. cit., 23-24.
44) Perkins, A. / Wolfson, T. (1972), Frances Wright, Free Enquirer, pp. 32-34.
45) Morris, C. (1992), op. cit., pp. 26-27.
46) Ibid., pp. 27-28.
47) Ibid., pp. 26-28.『オルトーフ』上演の成功については Perkins, A. / Wolfson, T. (1972) op. cit.,
pp. 32-33を参照のこと．
イト姉妹はニューヨークを離れ，ニュージャージー州のニューブランズウィックにある「ホ
ワイトハウス」と名付けられたマンションへ移る。その所有者ジョン・ガーネット
（JohnGarnett）たちが名づけたという。そこで彼の娘たちジュリア（Julia）26歳とハリエ
ット（Harriet）25歳らを含む家族に歓迎される。夏に向かうころまでに，二組の姉妹の友
情関係は深まり，生涯で最も重要な女性友達となる。ジュリアにとって，フランシスは自分
の思想の「唯一の対象」となり，「私の愛のほとんど唯一の対象」となったといわせた。ガ
ーネットの方は，この初対面から数年後の1827年に，フランシスがテネシー州メンフィス近
郊に開設した黒人奴隷の解放を目的にした「ナショバ・コミュニティ」（Nashoba
Community）への参加を申し出る。それはフランシスにとって生涯最大の挑戦となった事
業であり，しかもガーネットの参加希望は，コミュニティの運営が財政的な破たんに直面し
て，フランシスが苦闘している最中であった。結局，ガーネット姉妹がその事業に加わるこ
とはなかったが，この姉妹からの友情は，フランシスにとって，大きな励ましとなったと評
価されている
48)
。
フランシスとカミラは，真夏から北西部への大旅行に出かける。コースは次のようであっ
た。まず，ハドソン河をさかのぼって，ナイアガラの滝を見物し，エリー湖の西端まで足を
延ばす。そして折り返してから，オンタリオ湖の湖畔をたどり，カナダのモントリオールに
たどり着く。このあたりを北限にして帰路を南に向ける。そしてヴァーモント州のシャンプ
レーン湖畔のプラッツバーグとその対岸の町バーリントンを訪ね，ニューヨークへもどると
いう旅だった。実際にこのコースを終えたとき，すでに晩秋にさしかかっていた。この旅程
は，ナイアガラ瀑布の壮大なスケールに圧倒され，森と湖の美しくかつ野生的な姿のアメリ
カを見る機会であった。と同時に，大都会を離れて，農村に暮らす農民や職人，町工場の労
働者など，さまざまな人々と出会うことによって，アメリカへの関心をさらに深めた旅とな
った
49)
。
フランシスには，さらに見逃すことのできない旅行目的が二つあった。一つは，1812年戦
争の面影を残す「レーズン川の虐殺」（The Massacre on the River Raisin）で知られる戦跡
を訪ねることだった。あえてエリー湖の東まで進んだのはそのためである。かつてデヴォン
のドゥリッシュで読んだカルロ・ボッカの『アメリカ合衆国独立の物語』をはじめ，アメリ
カに関する書物を多数読んでいたので，戦跡をはじめ歴史的遺跡を訪ねる旅に深い感銘を覚
えたに違いない。もう一つは，アメリカ原住民の部落を訪ね，その実態を見聞することだっ
た。
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48) Morris, C. (1992), op. cit., pp. 26-27.
49) Ibid., p. 37.
1819年の秋までつづいた五大湖地方の旅からもどった後，当初の旅行目的であった共和主
義の現状についての認識を深めるために，年が明けて<月には，ニューヨークから南に向か
いフィラデルフィア，ボルティモア，そして最後の訪問地ワシントンまで足を延ばしてい
る。再びニューヨークへもどり，イギリスへ帰国したのは，1820年のE月であった。
その翌年，1821年<月20日の日付で，およそ=年に及ぶ旅行の見聞記『考察』が出版され
る。この書籍もあたかも当然であるかのように匿名で，著者は「あるイギリス人女性」とさ
れていた。全編は28通からなる「親愛なる友へ」の書簡の形式で書かれている
50)
。その「親
愛なる友」が誰であるのか，彼女たちのアメリカ旅行を積極的に支援・助言したロビーナ・
クレイグ・ミラーであることは，事情に通じた人には明らかなのだが，それさえも記されて
いない
51)
。それぞれの書簡には，"-=行から長くても10行ほどの内容の略記があり，滞在
地と発信年月が記されている。この滞在地と発信の年月と旅行のコースが，実際にたどった
ものと同じかどうか，筆者には明らかでない。しかし，多少の脚色があったとしても，フラ
ンシス自身の体験的思考の結晶であることは間違いない。
=．『アメリカの社会とマナーの考察』と性・人種・植民地
『考察』の内容は共和制の実態を観察しようとの意欲から発しているので，その内容は多
岐にわたっている。その全体を紹介することはできないので，今後のフランシス・ライトの
生涯に多大な影響をあたえた問題を次の三点にしぼって検討しよう。中核をなす論点は，第
一に，女性の地位の改善と教育に，第二に，黒人奴隷の状態と解放へのアメリカ社会の動向
に，第三に，植民地支配とアメリカン・インディアンの実態と抵抗である（『考察』の著者
はネイティヴ・アメリカンをアメリカン・インディアンとか「赤色人」と呼んでいるので，
ここでもその呼称をもちいる。─筆者）。これらの問題を追っていくと，共和制の長所と同
時に，黒人奴隷やインディアンの状態など共和制の汚点も見えてくる。
それゆえ，彼女の議論はこれら負の側面への解明をあわせもつようになる。その探究心
は，やがてアメリカで活躍する機会をえたさい，その課題への挑戦となるだろう。『考察』
では，それらの課題は，さしあたり共和制の下での自由と人権に関する印象として描かれて
いる。今日の問題意識で言い換えれば，フェミニズムが体系的に展開しはじめる19世紀20年
代の幕開けの時点での，ジェンダーと人種と植民地主義への感性的表現というのが適切であ
ろう。（なお，『考察』からの引用ページは，それぞれの文章の末尾のカッコ内の数字で示す
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50) 『考察』への反響については次の指摘を参照のこと。Perkins, A. / Wolfson, T (1972), op. cit., pp.
55-60.
51) Ibid., pp. 53-54.
こととする。）
3-1 自由と独立のために闘った民衆
ニューヨーク到着後の「第一信」と「第二信」では，港や市街そして下宿などについて伝
えていた。「第三信」から「第七信」までは，ニューヨークからその近郊，さらにフィラデ
ルフィアへ行動範囲を広げ，共和制下のアメリカの社会と人間の観察をはじめている。まず
注目されるのは，街中を興味深く観察しながら，出会ったさまざまな人々へ質問をあれこれ
試みる方法の採用である。特定の階層に偏らず，多面的に情報を収集し，自分自身の感性で
それを受け止め，理解しようとする姿勢が感じられる。「第三信」には，召使い風の女性，
商店の旦那，労働者風の男，農民らしい身なりの人など多様な人々との応答がつづられてい
る。市民が総じて明るく，親切で，善良な人々からなっていると肯定的に受けとめている
（17-20）。
その中でも，ジャージー州の初老の農夫との会話が印象的である。この男性は「独立宣
言」を記憶しており，それを支持するために剣を抜いたという。「彼は『コモン・センス』
（トマス・ペインの著作，1776年刊。─筆者）が発刊されたとき，国中に衝撃が走ったこと
を覚えていた。いまでも彼はこの戦争のさまざまな状況を想いだすことができるし，人々の
希望と恐怖，そして歓喜などあらゆることを，──彼自身の言葉によれば，『何もかも昨日
の出来事のように』想いだすことができる。さらに『私はこの国が権利によって樹立され，
人口が三倍に増え，党派間の嫉妬や作り話がなくなることを願って生きてきたし，十分満足
して生きたと考えていますよ』とその老人は笑みを浮かべながら語りました。」そして別れ
ぎわに，「あなたは外国人とお見受けしますが，すぐにこの国の市民になることを願ってい
ます。市民となる価値があると思いますからね」と言って去っていたという（20-21）。苦戦
を強いられていたアメリカ軍が，トマス・ペインの呼びかけに応えて，一挙に戦況を挽回し
たことはよく知られた逸話である。フランシスは自分の父が，ペインの著作をタイ河に投げ
捨てたとの言伝えを想いだし，若い国に共和主義が根付いた経緯，つまり植民地支配を脱す
るための闘いへの献身を素朴な農民から耳にして感動したことだろう。共和制と人民との関
係という最大の問題意識に基づく対話を伝えている。この農民の様子はやがてフランシスが
描くアメリカ農民像を予見する性格のように思われる。
3-2 自由に行動する女性たち
「第四信」では，アメリカ女性の現状が二つの側面から描かれている。一つは若い女性の
美しさと活発な振る舞いを賛美する視点からである。「女性たちのマナーが柔和で，素朴で，
生き生きしていることが私を驚かせた。少なくとも私の眼には，彼女らには意図的に作られ
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たイギリス的冷静さと無関心さや，同じく少なからず意図的に作り出されたフランス的陽気
さや型通りの振る舞いとは異なった，ある種の身についた魅力と心からの快活さがあった。
彼女たちは，とても若いときから社会に入り，実のところ，あまりにも早くから精神の陶冶
に関心を向けすぎるきらいがある」（25-26）。そして羨望のまなざしで，「ここでは男性も女
性も，昔からの格式を重んじるヨーロッパの国々には見られない交際の自由を享受してい
る。」軽やかで快活な若者たちは，結婚への恐れ・ためらいが少ないだろうと，肯定的に評
価している（28）。
しかし，次のような懸念も忘れてはいなかった。交際の自由は肯定できるとしても，それ
は同時に早婚の傾向や女性リーダーの不足の原因となる。そこでもう一つの側面，女子教育
の充実についての観点である。最近の20年間に，アメリカの女子教育は平等化が進んだとは
いえ，男子と比べて立ち遅れている現状に触れ，この問題については，大西洋対岸の国々に
おける女子教育一般の議論と大差がないと報告していた（24-26）。しかし，1820年=月の
「第二十三信」は，教育，特に女子教育について報告している。ニューイングランドのリベ
ラルな女子教育の先進的経験が，他の州へも広がりつつある。「今やいたるところで，公衆
の関心が女子教育の改善に向けられている。若干の州では，あらゆる重要な知識を教える少
女を対象にしたカレッジが，立法者の監督の下で設立されている」と述べる。その成果につ
いて，「私は次のことを強調したい。女性たちに奨学金を支給しているところほど，アメリ
カの自由哲学が高らかに鳴り響いているところはない」という（311）。そして教育の意義に
ついての一般論を語る。立派な民主主義によって，「自由と知識が絶えず手に手を取って歩
んでいる」状態をこの国の特性かもしれないとの認識を示す。そして，教育が国民的関心事
となって，全住民へ普及がはかられていることに注意を促している（306）。イギリスではそ
の時代，まだ国教会が教育権を独占して，平等な教育の実現が妨げられていた。この状況と
対比して，普通教育への関心を促したかったと想像される。
さらに教育の効果として，啓発された会話によって，穏やかな性格，エレガントな振る舞
いをもたらすだけではなく，自由の増進にとって不可欠であり，さらに人間が自己の存在意
義を感じ，「思考する人間」へと成長させると強調している（309-310）。この議論はやがて
1828年に，労働者を対象にした講演活動を本格化してからの最初のテーマとなる。迷信に囚
われることのない，科学的な証拠に裏付けられた知識が，真理を探究するために不可欠だと
強調する。それによって，社会的不正義に対抗できる自由で自立的な人間が形成できるのだ
と力説するようになる
52)
。
教育の民衆への普及によって，ヨーロッパに今なお残る女性への偏見が，この国では克服
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52) Wright, F. (2004), Lecture 1, On the Nature of Knowledge, in Reason, Religion, and Morals.
される見通しがあるとの感想を抱くようになる。「女性たちが，男性たちを出し抜くという
のではなく，主として父親や立法者たちと同じように，自分たちの視野と行動範囲を広げた
結果としてなのだが，思考する存在として自分の居場所を考えはじめている」と述べて，
「ここ以外のところで，彼女たちほど高い評価をされている場所を見つけることは不可能だ
という印象をつよく感じている」と驚きを隠してはいない。このような楽観的な見解，社会
進歩が女性の地位向上とともに実感できる状況を背景にして，「おそらく，女性の状態は，
どこの国でも，男性の性格を判断する最善の基準を提供している」との男女関係をはかる尺
度を示す（312-316）。この見解は，18世紀のスコットランド啓蒙思想の主流，デヴィッド・
ヒューム，アダム・スミスそしてジョン・ミラーを含む思想家たちが，女性を商業社会のシ
ンボルとして位置づけ，歴史を女性化の過程とし読み，女性をその社会進歩の程度をしめす
文化水準をはかる尺度と考えた歴史観の継承といえよう
53)
。
フランシス・ライトが1820年代初頭に観察したこの国の女性たちの様相は，おおむね共和
制への期待感を反映して，自由闊達な若い女性たちへの羨望と楽観が混ざりあっていた。し
かし，20年代末，社会変革に苦闘した改革者・科学者となったライトがとらえた各層の女性
たちのイメージには，重苦しさが漂うであろう。このような変化をあらかじめ念頭におい
て，この『考察』を理解しておくことが必要と思われる。
3-3 死刑廃止論と黒人奴隷の解放
『考察』の中で最も注目されるのが，ライトがはじめて反奴隷制に目覚めたことを示す記
述であろう。1819年A月に，フィラデルフィアからの「第五信」の前半で，アメリカ移民の
先覚者ウィリアム・ペン（William Penn）と「クエーカー教徒」と呼ばれている「フレンド
協会」の業績にふれ，後半で，奴隷制の非人道性がこの教派の信徒のヒューマニズムとの対
比で語られる。
まず，クエーカー教徒の印象から書きはじめている。一般に彼らは「クエーカー」（震え
る人）と呼ばれている。神の霊感に触れると全身にその力が伝わり，震えてくる人々と信じ
られているからである。だが，彼ら自身はその名を使わず，「フレンド協会」のメンバーだ
と自認している。フレンド派の人々には，いくらかの静寂主義（quietism）はみられるもの
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53) スコットランド啓蒙思想の主流をなす人々は，女性を社会発展の中央に位置づけ，歴史を「女性
化」の過程，そして洗練と文明化の過程として理解する傾向があった。（Sebastiani, S (2013).,
ʻRaceʼ, Women and Progress in the Scottish Enlightenment, in Knott, S. / Taylor, B.Women Gender
and Enlightenment, pp. 75-76）F. ライトの女性観には,彼らの女性観が色濃く反映されている。し
かし，ライトは1820年代の後半には，商工業社会の発展の内実は，貧富の格差の拡大と階級関係の
軋轢の激化を生みだすことを理解するようになり,彼らほどに楽観してはいなかった。
の，絶対的な意味でのクエーカリズム（quakerism）は感じられないとして，彼らに対する
正しい認識を訴える（36）。
次いで，クエーカー教徒が入植したペンシルヴェニアの地と，彼らのリーダー，ウィリア
ム・ペン（William Penn）の事績へとすすむ。この土地は，ウィリアムの父がイギリス国王
から贈与された土地であった。彼らがここに入った頃には，すでに入植していた人々の間
で，カルヴィニストはニューイングランドに，ルター派はヴァージニアに，カトリックはメ
リーランドへと，それぞれの宗派的縄張りが固定しつつある頃であった。「……しかし，ペ
ンシルヴェニアの森には，すべての宗派の人々が入り込むことができた。そして革命のとき
には，この州は，独自の法令を新たに設けて，以前からの宗教的自由への不寛容な法規を廃
止することも，いくつかの有力教会の特権を絶滅することもしなかった数少ない州の一つで
あった」（41）。つまり，ウィリアム・ペンとフレンド派の人々の寛容さが，この地に特殊な
性格をもたらしたと考えている。
この寛容な精神が，死刑廃止の議論へとつながったという。その議論のはじまりについ
て，「ヒューマニティがあの立派な刑法典，今や世界中のすべての開明的な経済学者が称賛
している法典を立法化できたのも，やはりウィリアム・ペンのおかげである」と高く評価し
ている（41）。「人間の生命の大切さ」と「人間の尊厳」が死刑廃止を主張する根拠とみて，
ライトの書簡は，「法律は軽々しく人間を扱えないし，正義も最悪の非道でもない限り，彼
の身体を拘束することはできない」と，この国のヒューマニティを称賛し，フレンド派の貢
献を評価する（45）。
ところでヨーロッパでの死刑廃止論の起源はやや異なっていた。1699年に，ジョン・ベラ
ーズが，その完全廃止を唱えたのが最初といわれる。1767年に，イタリアの啓蒙思想家・功
利主義者チェーザレ・ベッカリーアの『犯罪と刑罰』が刊行された。それを契機にして刑罰
史の新時代が開かれ，ボルテール，モンテスキュー，ハワード，ベンサムなどへと受け継が
れてきた死刑廃止論の潮流が形成されていた
54)
。他方アメリカでは，ウィリアム・ペンらフ
レンド協会を中心とする廃止論が，ヨーロッパ起源の議論とは異った理由づけで成立してい
た。しかし，両者が奴隷制廃止のテーマで合流することはむずかしいことではなかった
55)
。
フレンド派の寛容に関する議論は黒人奴隷の問題へ移行する。「ヒューマニティがアフリ
カ種族のおぞましい輸送に絶えず反対するために，その廃止が実現するまで疲れを知らぬ努
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54) Bedau, H. A. (1983), “Benthamʼs Utilitarian Critique of the Death Penalty”, Journal of Criminal
Law & Criminology, Vol. 74.
55) 死刑廃止のアメリカ起源説については次の文献を参照されたい。Post, A. (1944), “Early Efforts
to Abolish Capital Punishment in Pennsylvania”, in The Pennsylvania Magazine of History and
Biography, Vol. 68, No. 1, pp. 38-39, pp. 38-53.
力が継続されたのも，やはりフレンド協会のおかげなのである」と述べている（45）。つい
で奴隷貿易問題を共和国の課題として次のように総括的に整理する。「アメリカ奴隷の歴史
は，まさにアメリカの不名誉と名誉を同時にあらわしている。その不名誉はすべての文明世
界と共通に分けあっているもので，名誉はこの国だけのものである。犯罪にこの国を誘いこ
むような，あらゆる誘惑に囲まれている中で，はじめて承諾に近づき，そして敬意を抱か
せ，地上のすべての国々が沈黙する中で，公然とそれを非難し，その海岸へ投げ出された哀
れな奴隷のために，誕生間もない弱小国が恐れることなく，強大な帝国の怒りをものともせ
ずにやりとげた。この国は奴隷貿易を廃止した最初の国となった。まずヴァージニア州がそ
の道を開くきっかけを作り，それぞれ別々にいくつかの州が，それに続いて連邦政府の法律
が成立したのである」（47）。
フランシス・ライトの関心は，奴隷貿易反対の主張にとどまらなかった。「アメリカでの
ニグロの状態」との見出しをつけて，その現状に言及し，解放へ向けての改善策を検討して
いる。（『考察』では，アフリカ系の人々をニグロと呼んでいるので，ここでもその呼称をも
ちいる。─筆者）まず，大西洋の両岸において，黒人に対する白人の意識を比較しながら，
共通性と異質性を観察している。共通点として，差別と偏見に注目して次のような見解が当
然なこととして受け入れられているという。黒人は，白人とは異なる劣等人種であるとの見
解にもとづいて，差別を正当化する風土が一般的であると批判する。この批判は現代ではご
く自然に受け入れられている見解であるが，当時としては，反発を覚悟した感想だったと思
われる（51-52）。
ヨーロッパからの旅人が「黒い手」によるサービスを受けたときの偏見を，ライト自身の
目撃シーンとして次のように表現している。「私は外国の女性たち，しばしば貴婦人たちに
よる独特の激しい言葉とジェスチュアーのなんとも下品な嫌悪感に驚いた」と（51）。これ
に対し，アメリカ社会ではヒューマニティの訓練，例えば奴隷貿易の禁止，奴隷身分から解
放された自由な黒人の承認などを経験してきたので，ヨーロッパ人との意識の差は明らかと
なっていると指摘する。しかし，それで十分なのだろうかと問いかえし，「ヒューマニティ
の友人がこの連合国家の偉大な北部の地域で，ニグロの現状に大いに満足しているのではな
いかと，私は懸念している」と不満を漏らしている（53）。
すでに各地で，寛容な対応が広がり，黒人は白人と同じ学校に通い，同じ教会で祈りをさ
さげる風景を見ることがでた。不名誉な扱いを反省する人々があらわれ，偏見が弱まってき
たのは事実かもしれない。しかし，なお学校も教会も白人と黒人とは席を隔て，平等とはい
えない状態が継続していると警告する。そのうえで，ライトは黒人たちの本来の性格を肯定
的に評価する姿勢を示し，次のような励ましを伝えようとしている。「黒人は，道徳的な放
縦さや気質と容貌からして，劣っていると評価されているが，それほど見下げたものではな
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く，彼らは劣等の人種というよりは，より適切にいえば，一つの独特の人種からなっている
と言えよう。（theymay be more properly said to constitute a distinct than a degraded race.）
……アメリカ人と比べて，彼らは質素でもないし，有徳ともいえないが，著しく陽気で，ユ
ーモアにあふれているし，互いに親密に社交的にむすばれている」（55-56）。彼女の意図は，
それぞれに特殊な性格が認められるが，黒人たちには白人と対等な権利が認められえる資格
が十分に備わっており，いつの日か彼らが真に人間的に扱われ，白人と対等な市民となる可
能性があることを訴えることだった。起源を異にする人種とか，野蛮人とか，歴史上長いあ
いだ蔑まれてきた人々に敬意を示して，同じ市民社会のメンバーとして相互に協力していく
ことの必要性を表明するものだった。
その議論は，18世紀スコットランド啓蒙の思想を継承するものであり，同時に，1820年代
後半に，彼女自身が黒人奴隷解放の実践活動に献身したさいに採用した指針を示唆するもの
だった
56)
。しかも，それは黒人問題に限定されたものではなく，隷従を強いられるすべての
ものの人間性の回復の方策と関連した問題ととらえている。言い換えれば，人類の半数を占
める女性の隷従からの解放を求める議論でもあった。
3-4 アメリカン・インディアン──誇り高い未開人
インディアンの征服と彼らの居住地の略奪について観察したいとの期待を，五大湖方面へ
の旅の目的へ含めていたように思われる。「第十二信」は，オンタリオ湖の南，ニューヨー
ク州のジェネシー河に沿ったインディアン村の探訪記となっている。
「これらのインディアンの村は，私がこれまで見てきたどれよりも未開の王者の雰囲気を
感じさせたが，伐採されつつある森とともに，遅かれ早かれ消滅していく宿命の面影を感じ
させた。いつも愛想よく隣り合った白人と交流しているのに，自分たちの言葉を昔のまま話
し，自分たちなりのマナーと習慣をほとんど変えようとはしていない。……はじめのうち，
この人々の偉大さが彼らを育んだ故郷から消えつつあるという悲しいイメージが浮かんでき
たが，そんな哀惜はほとんど理にかなうものではない。」彼にとって必要な徳をすべて備え
た未開人は，自分たちは文明人だと自惚れている多くの者どもよりもまだ野性的だが，疑い
もなく「より高貴」（nobler）である（147-148）。
それにもかかわらず，大西洋のかなたからの侵入者による植民地化が，インディアンの衰
退の原因であるとの見解がつづられる。あるインタヴューを要約して，次のように告発す
る。「インディアンはかつて逞しかったが，いまや種族が散りじりに分散され，もの悲しい
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面影が漂っている。彼の先祖は外来の人たちを最初は友人・兄弟として受け入れようとして
いたのに，長年にわたり彼らから数々の危害が加えられたのだ。」当初は，入植者たちが支
配地を保有する権利は，取引によって購入するものと定められていたが，その売買はほとん
ど公正な取引とは言いがたかった。しばしば購入の申し入れとは名ばかりで，強制的な取り
上げだったと，そのインディアンは不満そうに語った。新大陸への侵入者は，自分たちの力
が増し，人口が増大するにつれ，土着の民は彼らの強欲にさらされ，双方に敵対感情が生ま
れた（148-149）。
インディアンの衰退は，しばしば暴力を伴う抗争につながったが，その紛争の処理の仕方
には，共和国政府の統治下とアメリカ領に併合されていない西部地域でのそれとが異なって
いたと，ライトは観察している。「西部フロンティアでの未開人の襲撃のいくつかは，白人
と赤色人のハンター同士の抗争に端を発する抗争であるが，連邦政府の仲介によって容易に
平常化される」と述べて，インディアン部落が壊滅するような事態を避ける共和国政府の配
慮を評価している。しかし，同時に，次の具体例をあげて，その限界も忘れたはいなかっ
た。「この問題にかんするアメリカ政府のヒューマンな政策は，フロンティアにいる白人入
植者を土着の種族と同じように保護するという観点にもとづいていると想定されるかもしれ
ないが，事実は次のようである。後者の人々の間に蒸留酒と小火器が持ちこまれると，遠方
からやってきた白人に対してというよりは，彼らは仲間内で互いに敵対しあう状況をつくり
だす誘因となる」といい，政府の政策が結果的にはインディアンの衰退につながるとの見方
をしていた（151-152）。
だが，フランシスの目は，連邦政府の管轄下にない広大な西部のヨーロッパからきた侵入
者に厳しかった。そこでは，しばしば悲惨な結果を招いていたと説明している。「残酷なイ
ンディアン戦争，それは女性，子ども，幼児や乳飲み子までも家族全員を虐殺して，フロン
ティアを，時には見る影もない状態にさせていたが，いつだってフロリダやカナダの商人に
よるか，あるいはヨーロッパ人の密偵によるか，彼らの陰謀によって引き起こされてきた。
これらの事例とくらべると，アメリカの政策は，利害関心を動機にしているというより，ヒ
ューマンであることを証明している。この国のインディアンは，温厚で，マスケット銃を扱
いなれておらず，結束力の弱さを露呈してきた。そしてしばしば，どう猛な隣接する種族か
ら身を守るためにアメリカ側に逃げ込むことによって，国境での敵の猛威の勢いをかわして
いた」（152）。
このような対比の中でも，最も厳しい批判を浴びせたのが，1812年戦争での有名な「レー
ズン川の虐殺」であろう。五大湖地方への旅の西端にその戦跡は位置していた。この「虐
殺」の歴史は複雑だった。アメリカ大陸の先住民の土地を略奪した新旧の入植者同士の利害
対立が発端だった。その対立が両国の戦争へと展開したとき，アメリカ軍とイギリス軍との
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争いに，インディアンを巻き込むことによって，この戦は歴史に残る悲劇となった。イギリ
スの将軍が，インディアン部族を懐柔し，アメリカ軍兵士のすきを襲って，大量に虐殺する
という作戦を採用した。黒人と同様に，白人から過酷な隷従を強いられてきた人種が，その
一方の白人の狡猾な策略に惑わされ，他方の白人を皆殺しにした凄惨な事件である（182）。
その策略が成功しても，なにも誇れるものを彼らにあたえることもできないはずである。フ
ランシスの憤りは，虐げられた者，ゆがんだマインドに迷う者が理不尽な加担に誘いこま
れ，悲しみを増幅させる不条理へ向けられていた（183）。「高貴なる」土着の人種の運命を
凝縮したような話であった。
とはいえ，インディアンの未来について，ライトは楽観的な予想をしている。彼らは「白
人種と愛想よく交流」しているのに，独自の言語をそのまま用い，「自分たちなりのマナ
ー・習慣をほとんど変えようとはしない」誇り高い人々である。このような性格は，「イン
ディアンが白人の習慣に接近を妨げる原因となっている」と観察している（153）。しかし，
両人種は徐々に融合するであろうと語る。「もし赤色人が少しだけ野性的でなく，白人の文
明が少しだけ進んでいなかったとしたら，それぞれが他方の側にわずかなものを譲っていた
だろう。」そして南アメリカにおいては，それが可能であったとし，「傲慢で無慈悲なスペイ
ン人が，自分の血と征服した従属者の血を混ぜるために，しばしば謙虚な態度をとった」こ
とを先例としている。こうして原住民と入植者が，長い年月をへていけば，混血と融合の可
能性が生まれるであろうと期待をよせている（153-154）。
3-5 ワシントン訪問
このアメリカ旅行見聞記『考察』はワシントンへの旅で締めくくられる。当初の旅行目的
にかなった処理といえよう。新しい共和国，あこがれの国の首都への旅は，やや誇張して言
えば，聖地巡礼の終着地を目指すものだったかもしれない。
ボルティモアからの途上で，よく耕されたタバコ畑の風景を眺めながら南への道をたどっ
た。商品作物の広がりは，商工業社会の発展を意味していたが，同時に，その有害な作物
は，樹木の生育不良と併行していることに気付かされる（369）。それが近代社会の負の側面
であることを意識するが，この時点では，それをただちに告発の対象として論じることはな
かった。この風景は彼女の意識からすぐに薄らいでいった。なぜなら，ワシントンへ到着し
たとき，共和国への礼賛が一つの感動となって一気にわきあがったからである。
「帝国の首都を運命づけるように設計された構想は巨大で，公共の建物は進歩の証か，そ
の志を示しているのか，いずれも壮麗である。」上院議事堂への通路は寺院か宮殿を印象づ
ける装飾がほどこされていた（372）。そして，次のような感慨を語る。「私は自由な主権国
家の代表たちが集まっているさまを，ロビーの広間から見下ろしたときの感情を忘れること
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ができないだろう。人が住むこの世のどこに，これにまさる崇高な光景はあるのだろうか」
（372）。冷静なライトにしては珍しい発言である。
そして，議会内の審議の様子を見学して，この崇高の意味を自ら問いなおしている。「い
まや，この共和国コミュニティの率直に振る舞う習慣（the simple habits）に十分親しんで
きたが，時折私たち周辺で不思議に思うことを目にする……」と述べてから，ボナパルトの
見解という「崇高と滑稽とは紙一重」という言葉を引用して，次のようにアメリカにおける
この批評の真意が完全に理解できたという。この国を訪れた当初，多くの事柄が荘厳なのか
滑稽なのか決めかねて戸惑っていたことを想いかえし，「この国の誠に偉大な人々の間にあ
る率直な態度（the simplicity of manners）は，……〈滑稽〉と呼ばれるかもしれない。し
かし，私は今もこの感情をもちつづけているし，しかもそれを真に〈崇高〉なものと賞賛す
ることができる。私は……合衆国の大統領が最初に演説したときのあの道徳的崇高さの影響
であると完全に納得した」（379）。〈崇高〉と〈滑稽〉についてのこの議論は，共和制を礼賛
するライトの「アメリカの社会とマナー」についての印象を総括したものといえよう。言い
換えれば，この見聞記のタイトルに採用した「マナーズ」を簡潔に表現すれば，ここにまと
められている「率直に振る舞う習慣」とか「率直な態度」ということ，すなわち
〈simplicity〉だったと考えられる。
彼女は『考察』の中で，しばしば独立宣言の起草者で第三代大統領となったトマス・ジェ
ファーソン（Thomas Jefferson）に言及していたことを想いおこす。アメリカ社会の特質を
考察するにあたって，この国の人々から伝わってくる新鮮な感性を，ヨーロッパの習俗と比
べて，この新時代の指導者の人柄と重ねあわせていた。「第七信」（1819年A月）に「ジェフ
ァーソン氏の逸話」と題した文章がある。アメリカ人の率直で気さくな性格に触れつつ，次
のように説明している。この大統領は外交上の賓客を迎えるさいにも，率直・気さく，誰彼
わけへだてなく歓迎し，語り，ユーモアを交えて，その場を楽しませるホスト役をつとめた
という。このような流儀は，「ジェファーソン氏の目的は，どのような些細な事柄でも，共
和国に最もふさわしい特質と考えられる率直さ（simplicity）を保つことであった」からと
いう。それはあの哲学者にかぎったことではなく，この国民に一般的な性格になっていると
記している（90-91）。
この旅行記の末尾に，再び奴隷制に言及して，あえて「結論」と書きこんでいる。ライト
はワシントン訪問中に，ヴァージニアへの小旅行を試み，その印象を素材にして奴隷解放へ
の展望を描こうとしている。まず，「奴隷を目にすることは，どこであれ反感を抱かずには
いられないが，自由なアメリカの空気のなかで，その悪疫を吸い込むことはなににもまし
て，想像を超えておぞましいことである」と述べ，自由な国アメリカ社会の陰の部分の改革
が不可欠であることを意識する（381）。現状は次のように描かれる。南部のプランターたち
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が黒人の状態を改善しようとの意向を示さないと苦言を呈し，これと対比するように，北部
の博愛主義者に言及している。「ヴァージニア人は，アフリカの隷従民に対して自分たちは
慈悲心をもって接してきたとの誇りを持っているといわれている」。しかし，そこの博愛主
義者の行為は，地元の人に言わせれば，ほんのわずかな成功しかおさめていない。それどこ
ろか，最も改善が進んでいるといわれる二つの州の状態が，実は最悪であるという。「メリ
ーランドとヴァージニアで自由となったニグロが，黒人全体の中で最も哀れで，したがっ
て，もっとも不道徳な人々となっていることは疑いもない真実である。」中途半端な博愛主
義の「成果」を鋭く告発している（382）。
だが，ライトは告発するだけで済ませてはいなかった。次の活動へつなげる議論へと導い
ている。「北部諸州のニグロの歴史は一つの結論に反感を抱かせることを防いでいる」とし
て，反感を転じて改善の途を模索することを示唆した。「もし，その人種全体が解放される
なら，彼らの教育は必然的に国民的課題となり，白人たちは彼らを雇用するよう強いられ，
黒人自身もそれを売らざるをえなくなる」との見通しを語る。詳説は避けるが，黒人問題の
改善の糸口を教育による性格改善と，それを通じての雇用関係の創出による経済的手法によ
る解放を提案している。
さりげない文言で示されてはいたが，それを補うかのように一つの経験を紹介している。
ヴァージニア生まれのコールズ氏（Mr. Coles）なる人物が設営する「黒人コロニー」の事
例である。彼には，トマス・ジェファーソンの秘書を務めた経歴があった。父の遺産として
17人の奴隷を相続するが，イリノイ州に土地を購入し，黒人入植地を開設した。彼らを無償
で働かせるが，自立して農場経営ができるまでその稼ぎを蓄え，時期を見計らってその資金
で自立を促すという手法である。もちろん，低賃金労働者として搾取するに等しいと疑問視
することはできるが，その点をここで論じる必要はない。彼女は「コールズのような人の徳
はその本性において美しく，その効果は健全である」と称賛し，一つの問題提起として率直
に評価している（383-384）。この称賛はフランシス・ライトの本音だった。1827年に，彼女
自身の手によって開設された黒人奴隷の入植地「ナショバ・コミュニティ」の基本プラン
は，まさにこの方式をモデルにして形作られていたからである
57)
。
最後に次のようにつけ加えている。アメリカ共和国の歴史と性格を研究すれば，「希望に
満ちた国民的栄光が夜明けを迎え，燦然たる真昼の輝きを約束するだろう」と述べて，「一
人の奴隷もアメリカで見られなくなる日は，全く遠い未来のことではないだろう！」との楽
観的な文章で本書は閉じられる（383-385）。
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57) Morris, C. (1992), op. cit., pp. 108-120.
<．あ と が き
アメリカ旅行の見聞を総括した『考察』は，1821年<月に刊行される。フランシス・ライ
ト自身の思想と行動とは，この書物が分水嶺であるかのように，大きく転回しはじめる。イ
ギリスの著名な功利主義哲学者ジェレミー・ベンサムは，贈呈されたこの著書を読んで，大
いに感動し，彼女をすぐさま自宅に招いた。そこは彼自身が「隠居所」（Hermitage）と名
付けていた屋敷だが，ベンサム主義者をはじめ，関係者たちがしばしば出入りする，ある意
味で，思想運動と政治運動とをかねた活動拠点だった。匿名性の世界に閉じ込められてきた
女性が，その意味をどれほど気づいていたかわからないが，当時の超一流の哲学者からの招
待にさぞ喜んだことだろう。その才能ゆえに「男性社会」に受け入れられたことを意味して
いたからである。
その感動には，もっと深い理由があった。ベンサムは，『考察』の中で展開されたライト
の思想に彼自身のそれとの間にある数々の共通点を見いだし，この女性への信頼感を抱いた
からである。ベンサムは1780年代末に，ウルストンクラフトの『女性の権利の擁護』よりも
10年以上も前に，女性に男性と対等の権利，すなわち参政権を含む市民的権利を付与すべき
とのフェミニズムの思想を抱いていたといわれている
58)
。さらに死刑廃止論，奴隷解放論，
反キリスト教的宗教思想，共和主義的政治思想，あるいは男女間の性的関係についての類似
した見解など，いずれも『考察』の中でライトが語ってきた内容のほとんどすべてについ
て，彼自身がすでに論じてきたものばかりだった。
哲学的にも，両者には共通点があることも判明した。「まえがき」で述べたように，1822
年の春，フランシスはベンサム邸へ二度目の訪問をし，"か月ほど滞在した。その目的の一
つが，哲学的小説『アテネの数日』の出版準備であった。この小説は2-2で述べたように，
古代ギリシャのエピクロス派とゼノン派の哲学論争を主題にして，精神の洗練に導かれる心
の静穏こそが，至極の快楽と考えるエピクロス哲学を賛美する物語であった。作品のタイト
ルページには，ジェレミー・ベンサムに献呈すると記されている。哲学的にも二人が共鳴関
係に入るのは不思議ではない。なお近年，ベンサムの哲学はエピキュリアニズムを基礎にし
ていることをフレデリック・ローゼンが論じている
59)
。イギリス・フェミニズムの歴史が，
1820年代の新しい段階にさしかかった時期と重なっていた。
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58) Willford M., Bentham on the Rights of Woman, Journal of the History of Ideas, Vol. 36, No. 1, pp.
167-176; Boraveli, L. C. Bentham and the Oppressed, pp. 23-25; Gardner, C. V., Empowerment and
Inlerconnectivity: Toward a Feminist History of Utilitarian Philosophy, pp. 155-165.
59) Rosen, F., Classical Utilitarianism from Hume to Mill, pp. 1-6, pp. 220-230.
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